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き。なお，英文で白サベイとして， M. DE VRこEY[12J 
2) コリアによれLばサさしあたり， M. AGLlETTA， R. BOYER， A. LIPIETZ，ら。
3) cf.， C.BARR主RE，et al. [7J， p.76. 

























め この整理は， M. DE VROEYによる。




7) グヲムシ [13)，i生産と労働"新しい方法への適応は， .つばら社会的強制をつうじておこ
なわれるということはありえない。J(p.54) i強制を説得および同呑とた〈みに組みゐわせノ
46 (46) 第138巻第1目 2号
ばれる。テーラーシ凡テムに基礎をおき，それをさらに発展させた大量生産γ











生産過程への ME機器の導入，ロポット化などが進展しつつある。 B ョロア
が検討しているのは，上記のようなコンテク凡トの中での生産のエレクトロニ



































コリ 7は資本蓄積のフォード的ジェーマを. (1) I生産関係」一一直接的生産過














大なコ γ ミアシステムであり，のちに ζのシλ テムの硬直性が問題になる。第
二に1 トップウォッチや科学的管理という語によって象徴的に表現される科学











2 フォ ド的賃労働関係[lerapport salarial fordienJ 
賃労働関係とは， 1977年， CEPREMAP'"によって定義され，その後， R ポ





























12) R. BOYER [9 J 
13) B. CORIAT (4)， p.53. 
14) ibid.， p.59 
15) コリアはζの内容にはあまり深く立ち入っていなし、。 さしあたりI M. D. DERBERの報告
[21)所収，を参考にした。


























危機における苛働過程D変容 (51) 51 


























17) マルクス主義に上る批判的分析の基本的立献は H. BRA YVERMAN [20)である。





















対し， OST 0)限界をふまえ C，人聞のメンタノレな側面や社会性の側面からの
考察によって， “人間性の回復"をはかろうとしたのが，いまみたような動き
18) フランスのケ スではさしあたり，樹芋 (22]第8軍参照。






















robotiq ue を対象と L，そこに焦点をあてることで，新たなオートメージョゾ
の内容と特質を見ょうとする21)。
オートメーションそれ自体は今日になって出現したものではなく，起源はパ
20) 嶺学 [22)214-5 ミ シ参照。

































22) cf.， B.CORIAT [5 J.p. 18 





















































24) B. COR凶 T(5)， p.7.ょの点についてヨリアは， K. -<ノレクλ 『資本首相第I部軍13iii，と
〈に第3節Cをふまえて論じている。
25) コリアは，一足りシェー マを提Fしてこの点を論じているものり， また同時に，フランスで
は，いまだ「理論の域を出たい」としている。 cf.B. CORIAて[3l.p. 103 




















































26) ミッテラン政権下で白パー ト労働政策については，失業問題の解決町方途として，パー ト労
闘の地位を保護しワー クシェアリングへの展望をきりひらく一助たるものという見解がある。
葉山混 (23)
27) さしあたり，長部重康 (21)第 7章参照





















































30) Business ¥Veek. March， 28， 198正p.51 
31) B. CORTAT (3 J. pp. 115-116 









「虚偽のイデオロギ 」叩に他ならないとコリアはいう o 念のために揚言して
おけば， r蓄積様式ばテクノロジーに還元きれるものではない。J33)生産のエレ
クトロニクス化や新しいオートメーションは，あくまで生産関係および賃労働
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と検討一一J，(~思想~ 1986年 1 月号)，井上泰夫 I~調整理論』のー潮流J ， (~オイコ
ノミ力~ (名市大〉第22巻第3・4号I 1986年)，若森章孝「現代資本主義と国家 フ
ランス・レギュラシオン学派の現代国家論一一J'(~経済論集~ (関西大学〉第36巻第
1号， 1986年)，同「現代資本主義と賃銀問題 フランス・ νギュラシオン派の現
代賃銀論一一J(r経済論集~ (関西大学〕第36巻第2・3・4号， 1986年〉
調整学派といっても，もとより 枚岩の"Y'=- レではなしマルクス主義の発展を
めざす者 (B.コリア， A リピエッツ〕から方法論的個人主義に立つようになった者
(Mアグリユヅタ〉まで多様である。今日までの到達地平を集大成した研究に次の二
著がある。 R.Doyer et al.， Capuallsrnes， un ue出企cle，PUF， 1986年R.Doyer， 
La theorie de la 同gulation・uneanalyse critique， La Decouverte， 1986年。後者
は，分解傾向にある調整学派に理論的基通基盤を与え成果を再確認すべし調整理論
の理論構成，方法的特質，他D経済諸理論との関係等を閏明した好著。また，調整理
論の最新の発展はR.Boyer et a1.， La flexibilite du travail en Europe， La De 
couverte~ 1986。新たな賃労働関係と欧州経済の進路を， 7カ園田ケーススタディに
基いて論じたもので，ポワイエの提起した，危機に対応する攻撃的フレキシピりティ
と防衛的ノ νキシピリティはソランス C大きな論議をまきおよしにいる。
これらについて詳しい検討は他日全期したい。
